
  

 
 
 
 
 
 
 

食と農におけるアニマルウェルフェア 
（第６０回摂大農学セミナー） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主 催 ： 一般社団法人アニマルウェルフェア畜産協会 

共 催 ： 摂南大学先端アグリ研究所 

後 援 ： （五十音順）一般社団法人 SDGs 推進協会／一般財団法人環境

事業協会／NPO 近畿アグリハイテク／大阪商工会議所／京都超

SDGs コンソーシアム／新潟動物ネットワーク（NDN）／地球

生物会議（ALIVE）／十勝獣医師会/ 中札内村 
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SDGs の提唱に伴い、市民によるアニマルウェルフェアやワンヘルスへの関心が

高まりつつあります。本セミナーでは、私たちが生きる上で不可欠な「食」とその

源でもある「農」において、アニマルウェルフェアがどのように関わっており、ど

のような取り組みが展開されているかを、異なる立場や視点から、分かりやすく解

説していただきます。 

 
 
【開催日時】 2024 年 11 月 9 日（土）13:00〜17:30 
【開催方法】 対面実施（無料 ※情報交換会有料） 
【開催会場】 摂南大学枚方キャンパス 8 号館 1 階 ラーニングコモンズ 

（大阪府枚方市長尾峠町 45-1）  

 
【プログラム】 
 司会： 摂南大学農学部 講師 戴 容秦思 

 
13:00-13:05  開会のご挨拶 

  一般社団法人アニマルウェルフェア畜産協会・事務局長 奥野 尚志 

  
13:05-13:25  アニマルウェルフェア畜産の基礎 

  帯広畜産大学 准教授 
  一般社団法人アニマルウェルフェア畜産協会・代表理事 瀬尾 哲也 

 
13:25-14:50  畜産生産者によるアニマルウェルフェアの展望   

  酪農家 中洞牧場創業者 中洞 正 氏  

 
14:50-15:10  政治家が考える日本の畜産アニマルウェルフェア 

アニマルウェルフェアを考える議員連盟・事務局長 衆議院議員 小宮山 泰子 氏 
 

15:10-15:20 休憩 

 

15:20-16:05 総合討論・総括 
  座長： 摂南大学先端アグリ研究所 農学部 准教授 中塚 華奈 

 
16:10-17:30 （有料） 情報交換会 
場所： レストラン結（8 号館 1 階） 
内容： マッチング、アニマルウェルフェア認証食品の試飲・試食、軽食 
（一般 2,000 円、学生 500 円） 
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第１講演 

 

アニマルウェルフェア畜産の基礎 

 

私たちの食べ物となる身近な動物としての家畜について、思いを馳せることはあ

るだろうか。家畜はどうせ殺されて食べられるのだから、アニマルウェルフェアに

配慮しなくてもよいと考えている人も多いかもしれない。 
本講演では、畜産におけるアニマルウェルフェアの基本的な考え方、海外のアニ

マルウェルフェアに関する規制、（一社）アニマルウェルフェア畜産協会の認証制度

などを紹介する。 
ペットなどの愛玩動物だけではなく、家畜についてもアニマルウェルフェアを考

えるきっかけになれば幸いです。 
 

 

 

 

瀬尾 哲也（せお てつや） 

 
帯広畜産大学畜産学部准教授 
（一社）アニマルウェルフェア畜産協会代表理事 

 
平成 9 年東北大学大学院農学研究科畜産学専攻博士後期課程修了。博士（農学）。平

成 10 年帯広畜産大学畜産学部助手。平成 25 年講師昇任、平成 30 年准教授昇任。

家畜行動学、アニマルウェルフェア（AW）が専門。 
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第２講演  

 

畜産生産者によるアニマルウェルフェアの展望 
～これからの日本酪農のあり方～ 

 
我が国の酪農は行き詰っている。政府が先導してきた工業型大規模酪農は自然志

向の消費者ニーズに逆行している。 
 消費者ニーズに逆行した産業が栄えることは絶対にありえない。消費者ニーズに

合った真の日本型酪農は山地の活用にある。 
 演者が 50 年にも亘って行ってきた山地酪農について語り、アニマルウェルフェ

ア、牛乳プラントの建設、商品の製造、流通、販売について語り、これからの日本型

酪農、日本経済のあり方を語る。 
 

 

中洞 正（なかほら ただし） 

 

中洞牧場創設者 

東京農業大学客員教授 

帯広畜産大学非常勤講師 

 

1952 年 岩手県宮古市生まれ 

1977 年 東京農業大学農学部農業拓殖学科卒業 

1984 年 岩手県岩泉町に牧場を創設 

1992 年 通年昼夜放牧酪農の飼育技術を確立。エコロジー牛乳として委託加工を開始 

1997 年 生乳加工処理プラントを自社で建設し、製造を開始 

2000 年 有限会社中洞牧場を設立（後に株式会社中洞牧場に改組） 

2003 年 東北アントレプレナー大賞受賞 

2005 年 東京農業大学経営者大賞受賞 

2007 年 自著「幸せな牛からおいしい牛乳」コモンズ 

2009 年 株式会社リンクと協業して農業生産法人株式会社企業農業研究所を設立し、

中洞牧場を再構築。自著「黒い牛乳」幻冬舎 

2013 年 自著「ソリストの思考術、中洞正の生きる力」六耀社 

2017 年 中洞牧場が第一号アニマルウェルフェア認証農場および食品事業所に認定 

2020 年 自著「おいしい牛乳は草の色」春陽堂書店 

2022 年 自著「中洞式山地酪農の教科書」東海教育研究所 

2022 年 70 歳を迎え、中洞牧場を定年退職 


